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(論文内容の要旨)

本論文はブロードバンドインターネット接続サ}ピス、並びに携帯電話サ}

ピスを題材として、ネットワーク産業の性質に関する実証分析をまとめたもの

である。ネットワーク産業の経済分析にはそデノレによる市場の失敗について明

らかにする理論研究、並びに市場の失敗や政策の効果、弊害がどの程度影響を

及ぼしているのかを明らかにする実証分析の 2つの側面がある。ネットワーク

産業では、規模の経済やネットワーク効果などによって市場の失敗が生む得る

事が知られている。他方で、生じうる市場の失敗が、実際にはどの程度の影響

をもたらしているのかについては実証分析を行う必要がある。また市場の失敗

を防ぐために政府が介入を行う場合には、オプションとなる政策の導入の効果

や弊害がどの程度かを明らかにする事にある。本論文は情報通信市場における

競争政策に関連した一連の実証分析Jこよって構成されている。
1章の f離散選択モデルを用いた日本のブロ}ドバンド市場の需要分析Jは、

総務省による電気通信分野の競争評価における市場面定のために行われた分析

である。当時のインターネット接続サーピスは回定電話を利用したダイヤノレア

ップ接続から光ファイパまで多様なサーピスが提供されており、価格の引き下

げや品質の向上による競争が行われていた。製品差別化が行われているため、

財の価格のみならず、品質が重要な役割を果たす財の需要分析を行うため、離

散選択モデ、ルを利用してブロードバンドの需要分析を行った。需要関数の推定

結果から得られた価格弾力性、並びに SSNIPによる市場画定の概念を用いた結

果、インターネット接続サーピス市場においてADSLは単一の市場として部定さ

れる可能性が高いとの結論が得られた。

2章の f移動体電話需要の離散選択モデ、ノレ分析jでは、総務省の移動体通信市

場の市場面定のため、離散選択モデノレによって携帯電話市場の需要分析を行っ

た論文であるb当時の携帯電話市場は第2世代携帯電話が主流で、あったものの、

第 3世代携欝電話への移行が始まりつつあった。この際、需要代替性を評価す

るには、事業者間の代替のみならず、世代間の代替も考慮する必要があった口

こうした競争構造の多面性を分析する際に、ロジットモデルの代替パタ}ンの

制約は分析の妨げとなる。そこで、任意の代替パターンを再現可能なミックス

ド・ロジット・モデルを利用することで、柔軟な事業者間と世代間の代替パタ

ーンを再現するモデルを推定した。推定の結果、世代間の代替は行われやすい

が、事業者間の代替は行われにくい事を明らかにしている。

3章は自本の情報通信政策に関連した実証分析のうち、特に固定ブロードバン

ドに関連する研究のサーベイ論文である。政策課題のうち 市場の画定、ロッ

クイン・スイッチングコスト、ネットワーク効果、デジタノレデ、パイドという 4

つの政策課題について実証分析がどこまで応えられているのか、続く研究に残
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された課題は何かを展望している。

4章では3章で課題となったネットワーク効果の影響を考慮した分析をすべく、

パネル・データを用いたブロードバンドの需要モデ、ルの推定を行ったD その結

果、日本のブロードバンドの需要はネットワーク効果による影響を強く受けて

おり、ネットワーク効果がFTTHへのマイグレーションを引き起こしていること
を明らかにした。また、ネットワーク効果を考慮、しないそデ、ノレが弾力性の過剰

推定を行うことや、アクセス事業者による取引制限の影響についてのシミュレ

ーションの結果、ネットワークの中立性の規制は新しいネットワークへの移行

に好ましい性質を持つことを明らかにしている。

5章ではブロードバンド市場の分析ではデータの制約から明らかiこすること

ができなかったネットワーク効果が事業者行動に与える影響を分析すべく、消

費者の効用最大化行動とコンテンツ事業者の利潤最大化行動を考慮、した携帯電

話プラットフォーム需要の構造モデルを構築し、誘導型の推定結果から携帯電

話事業者の行動を分析する枠組みの開発を行った。分析の結果、携帯電話事業

者は加入者とコンテンツ事業者間に生じる間接ネットワーク効果の強さをコン

テンツ事業者への補助金によってコントロールすることが可龍であり、モパイ

ルナンバーポータピリティの導入によって事業者行動が変化した可能性を指摘

している。
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(論文審査の結果の要旨)

日本のブロードバンド産業は 2000年以降、急速に発展し、世界で最も速くて

安いと言われている。このように世界の中で特異な経験をした日本の情報通信

産業の需要構造を、豊富なミクロデータを用いて計量経済学的に分析したこと

は、非常に意義深い。

本論文において先ず評価できるのは、用いている分析が目的に合致した最新

の手法であるという点である。あれかこれかという選択を取り扱う離散選択分

析において、従来、無関係な選択肢からの独立性が生じるという難点が指摘さ

れてきた。本論文では、第1章において、選択肢の中に入れ子構造を許容する

ことによって無関係な選択肢からの独立性を部分的に緩和した入れ子ロジy

ト・モデルを用いて、回定インターネットの選択における 2層構造を明らかに

している。第2章では、パラメータを定数ではなく分布する変数と見なすこと

によって無関係な選択肢からの独立性を完全に緩和したミックスド・ロジッ

ト・モデルを用いて、携帯電話のブランドと標準の双方の需要代替性を考慮、に

入れた選択構造を表現している。第4章、第5章では、入れ子ロジット・モデ

ノレの被説明変数をシェアとみなし、非線形モデノレを線型モデルに変換した後、

ブロードバンドや携帯電話のコンテンツが加入需要に与える影響を分析してい

る。

次に評価できるのは、計量経済学的な分析結果と実際の情報通信政策、企業

戦略に密接な関係があり、その対応関係についても目配りの行き届いた記述が

されている。第1章では固定インターネット加入需要め価格に関する自己弾力

性に基づいて、固定インターネットの市場酒定について詳細な検討を行ってい

る。自己弾力性を用いた市場面定方法、いわゆる仮想的独占者テストの政策的

応用は日本において初めての試みであり、その先駆性は高く評価できる。第2

章では携帯電話の需要代替性がブランドにおいて働いているのか、標準におい

て働いているのかを、携帯電話加入需要の価格に関する交差弾力性に基づいて、

ブランド内の需要代替性の方が標準間の需要代替性よりも強く働いていること

を明らかにした。第4章、第5章では、国定ブロードバンドの加入需要、携帯

電話の加入需要のそれぞれにコンテンツの豊富さが影響を与えていることを発

見し、それらを間接的ネットワーク効果として論じている。このような間接的

ネットワーク効果が働いている市場では、垂直的な囲い込み戦i絡がどられる傾

向があり、その結果、競争制限的な行為が市場の有効競争を減じる危険性があ

ることも指摘されている。

ただし旬以上のような長所にも関わらず亀本論文に課題が存在しないわけでは
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